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地域は，兵庫県のほぼ中央に位置する中山間地域で，日本海側気候の影響を受け，
冬季には降雨や積雪が多く見られます。こうした自然環境のもと，他地域からの資源導
入が難しかった時代より，水稲に加え，野菜や但馬牛の繁殖などを組み合わせた資源循
環型農業が築かれてきました。
　なかでも伝統野菜である岩津ねぎは，江戸時代後期に生野銀山の鉱山従事者の冬期の
食糧確保を目的として栽培が始まり，今日まで山際の畑で代々受け継がれてきました。
この資源循環型の農業システムは，自然環境と共存しながら，特別天然記念物のオオサ
ンショウウオやコウノトリ，ウスバシロチョウなどの希少な生物の生息環境を守る役割
も果たしています。
　また，病害虫の蔓

まん

延
えん

を防ぐためにほ場を分散させることで，パッチワーク状の美しい
景観が形成され，地域の特色となっています。朝来地域の自然，文化，人々の営みが一
体となったこの「岩津ねぎを核とした資源循環型農業システム」を，次代へと継承して
いきます。

（写真および文：朝来市産業振興部農林振興課　大西　真）

表紙写真説明：シリーズ日本農業遺産

朝来地域のパッチワーク状の景観
（兵庫県朝来市岩津地区）


